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犯罪をなくすために
宮城県　多賀城市立多賀城中学校　１年　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はたけやま),畠山)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そう),宗)　
私は、この夏休み中に「犯罪はどうして起きるのだろうか。」ということを真剣に考えさせられる出来事に直面しました。それは自宅の近所をランニングしていた時のことです。コンビニエンスストアの前を通りかかると、高校生くらいの若い男女数人が警察官を相手に、大声で乱暴な言葉を発していました。何かを注意され、それに対して激しく反抗しているようでした。こわさから急いでその場を離れようと思いましたが、「こらぁ」という大声に反応し、思わず若い男女の方に目を向けてしまいました。次のしゅん間、体が震えるほどショックでした。大声を発していたのは、東日本大震災前に近所の公園で優しく野球を教えてくれたお兄さんだったのです。
　その後、ニュースを見ているときにふと気付いたのですが、「誰かが傷つけられた。」と聞いたとき、今までは「傷つけられた人がかわいそう。」と思うばかりでしたが、あの出来事に直面してからは、「どうして傷つけてしまったのだろう。」と加害者のことを考えるようになりました。なかなか答えは見つからず、出てくるのは「ストレス」という言葉ばかりでした。そのような中、家族と車で出かけ、信号待ちをしていた時のことです。後ろからバイクが近づいてくると、赤信号を無視して爆音を鳴らしながら走り去って行きました。その時、父が「危険な少年の主張だな。」と小さな声でつぶやきました。私はすぐに「今のが少年の主張ってどういうこと。」と聞きました。その話がきっかけになり、私は家族にあの出来事に直面したこと、ニュースを見ている時にふと気付いたことを話しました。車の中だけでは話が終わらず、自宅に帰ってからもしばらくこの話が続きました。
　家族と話した内容を整理すると、まず、近所の公園で野球を教えてくれたお兄さんは、東日本大震災でお母さんを亡くしていて、ずっとさびしい思いをしていたのではないかということ。次に父が言った「少年の主張」とは、自分の思いや存在を認めてもらえず、自分を見てほしいという気持ちをバイクでの危険な走行により表していたのではないかということ。そして、人を傷つけてしまったりするということは、おさえきれない不満やストレスにより自分を見失ってしまい、その不満やストレスを他人にぶつけてしまうのではないかということです。犯罪をなくすためにはどうすれば良いかについても話し合いましたが、犯罪を起こしてしまいそうな人に必要なのは、冷静に考えることと少しがまんすること。そして、犯罪を無くしたいと思っている人に必要なのは、人の悩みや不満を聞いてあげるなど、良き相談相手になることではないかと考えました。しかしながら、多くの人の不満や悩みを聞き、相談相手になることは不可能なので、一人一人が家族や友人のことを理解し、何でも気軽に話し合うことができれば、犯罪は少なくなるのではないかと思います。
　もう少しで夏休みが終わりますが、新学期からは友人の話を真剣に聞き、何かいつもと違うと感じ時などは「どうかした？何かあったの？」と聞いてみたいと思います。また、自分が困ったり悩んだりした時は、自分の中だけで考えこまずに家族や友人に相談したいと思います。人の話を聞くのも自分のことを話すのも勇気がいることだと思いますが、そのことが大きくなってしまう前に話し合えれば、皆が笑顔で「良かったね。」と言い合えるのではないかと思います。今後、夏休みに直面したあの出来事のお兄さんに出会い、もしも話す機会があったら「あの時は、野球を教えてくれてありがとうございました。また野球を教えてください。」と言ってみたいと思います。きっと、あの時と同じ優しい笑顔でキャッチボールをしてくれるのではないかと思います。
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